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Ⅵ 実習記録について 

 

子どもは、日々の施設や保育所等での生活の中で様々な活動を生み出し、多様な経験をしている。保

育士が日々の保育を振り返るうえで、日々の様子を記録すること自体が子ども理解に繋がり、保育を読

み解くことにもなる。すなわち、記録は、実践そのものを客観化・相対化する第一歩であり、子どもの

活動や経験、自らの保育などについて記録することを通して、保育中には気づかなかったこと、無意識

で行っていたことに保育士は改めて気づくのである。 
 記録を通して振り返り（省察）する際は、まず子どもと保育士の二者への視点で保育を捉えることが

求められる。「子どもに視点をあてる」とは、一日の保育やある期間の保育が終わったときに、その間

の子ども一人一人の様子を振り返り、施設や保育所での生活と遊びの様子を思い返してみることである。

また、「保育士に視点をあてる」とは、一日の保育やある期間の保育について、自分の保育実践が適切

に行えたかどうかを振り返ってみることである。例えば、その期間に設定したねらいや内容が適切であ

ったか、さらには環境構成の見通しと援助が適切であったかなどを改めて見直すことである。 
このような保育の振り返り（省察）により、一日、一週間、一ヶ月などある期間の子どもの生活や遊

びの実態を捉え直し、子どもの言動の背後にある思いや成長の姿を読み取り、それらについて言語化し

ていくことは保育士の専門性を裏づける大切な力量であるため、養成課程における実習指導でその素地

を培っていく必要がある。 
そこで、保育実習指導における記録の指導に関しては、まず基礎的理解を図ることに主眼を置き、そ

のうえで実習における記録（実習日誌）の書き方等について明示することとする。 
 

１．保育における記録の意義 

（１）保育所保育指針における記録の位置づけ 
ここでは、そもそも「保育および保育実習ではなぜ記録が必要なのか」ということについて、まずは

保育所保育指針および保育士養成カリキュラムなどによる制度上の位置づけを確認し、加えて「保育の

過程」の観点から記録の意義について理解を図る指導を行う。そのためには、まず『保育所保育指針』

において、記録の意義や重要性がどのように位置づけられているか確認し、解説的に指導する。 
 

保育所保育指針 

第 1章 総則 

３ 保育の計画及び評価 

（４）保育内容等の評価 

ア 保育士等の自己評価  

(ア) 保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、

自己評価することを通して、その専門性の向上や保育実践の改善に努めなければな

らない。 

(イ) 保育士等による自己評価に当たっては、子どもの活動内容やその結果だけで

なく、子どもの心の育ちや意欲、取り組む過程などにも十分配慮するよう留意する
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こと。 

(ウ) 保育士等は、自己評価における自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し

合い等を通じて、専門性の向上及び保育の質の向上のための課題を明確にするとと

もに、保育所全体の保育の内容に関する認識を深めること。 

 

（２）保育士養成カリキュラムにおける記録の位置づけ 

続いて、『指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について』において、実習の記録がどのように

位置づけられているかを確認し、解説的に指導する。 

 

指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について 

（別紙 2） 保育実習実施基準 

  第 2 履修の方法 備考 3 

      5 指定保育士養成施設の所長は、毎学年度の始めに実習施設その他の関係者と協議を

行い、その学年度の保育実習計画を策定するものとし、この計画には、全体の方針、

実習の段階、内容、施設別の期間、時間数、学生の数、実習前後の学習に対する指

導方法、実習の記録、評価の方法等が明らかにされなければならないものとする。  

  第 3 実習施設の選定等 

   5 指定保育士養成施設の実習指導者は、実習期間中に、学生に指導した内容をその都

度、記録すること。また、実習施設の実習指導者に対しては、毎日、実習の記録の

確認及び指導内容を記述するよう依頼する等、実習を効果的に進められるよう配慮

すること。 

 

（３）保育の過程（プロセス）と記録 
指導計画を作成するということは、明日の保育を考える、あるいは未来の保育を予想する、すなわち、

子どもの生活を見通して保育をデザインしていくことである。 
保育実践は子どもの生活実態を理解することから始まる。そして、その生活を見通して作成した（デ

ザインされた）指導計画を基に、保育を柔軟に実践していく。その保育実践を点検、評価、見直し、改

善していくという一連の全体を「保育の過程（プロセス）」と呼んでいる。 
この「保育の過程」は、一度展開したら終わりというものではない。保育の改善とは、子どもについ

て多様な観点からその理解を深めることであり、それはそれまでの指導計画を見直し、次の期間の指導

計画に生かしていくことにもつながる。こうして日々展開されていく保育の営みが、つながりをもちな

がら積み重ねられていくことが重要である。 
また、保育は、子どもと環境との相互の多様な関わりが連続していく過程であるため、保育の計画は

発達や生活の連続性に配慮したものであることが求められる。 
全体の計画（カリキュラム）とこれに基づく指導計画を作成するということは、それまでの保育実践

を振り返り、記録等を通して保育を評価し見直すという改善のための組織的な取り組みの一過程でもあ

る。 
子どもの姿を捉えながら自らの保育を振り返り（省察）し続けることが、保育の改善につながってい
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く。すなわち、計画（Plan）、実践（Do）、点検評価（Check）、改善（Action）という一連の過程が連鎖

して保育が行われることにより、保育の質の向上が図られていく（Spiral up）。そして、それらを支え

るのは「記録」なのである。 
 
 

保育の全体構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            保   育   記   録                         

 

 

保育では、計画（Plan）、実践（Do）、点検評価（Check）、改善（Action）という一連の過程が連鎖

する好循環（Spiral up）が企図された連続的実践が図られる。ここでは、それらを支えるのは記録であ

り、子どもの姿を捉えながら自らの保育を省察し続けることが、保育の質の向上につながっていくとい

うことを指導する。 

 

 

２．保育における記録の目的 

（１）記録の意味 
ここでは、保育ではなぜ記録をするのかという問いに答えるような指導を行う。 
端的に言えば、子どもによりよい保育を提供するためであり、保育士の意識と技術を高めるためでも

あるが、その意味するところについて掘り下げた指導をする。 
 
保育における記録には、上記の他におおよそ次のような意味が考えられる。 
① 保育士間の情報伝達を確かなものとするため。 
② 子どもや家族と保育士のコミュニケーションを深めるため。 
③ 保育士の研修に役立てるため。 
④ 内容を正確に残し、適当な保育がなされている証とするため。 

 

子
ど
も
の
生
活
す
る
姿 

子どもの実態 

 

保育士の願い 

周囲の環境を 

 

取り入れる 

具体的なねらい・内容 

↓ 

環境を構成するための視点 

 
具体的な環境構成 

 
実践と評価 



保育実習指導のガイドライン ver.Ⅴ 

Ⅵ 実習記録について 

72 
 

（２）記録を通して培われていく力 
ここでは、記録を書く（書き続ける）ことでどういう力がついていくのか、そしてそれらは保育の実

践力とどのように結びつくのかということについて指導する。 
 

 保育の記録を積み重ねることにより、保育士には次のような力が培われていく。 
① 情報記銘力 
② 情報収集能力、感知能力 
③ 判断能力 
④ 情報の表現能力（情報伝達能力） 
⑤ 記録確認能力 

 

 

３．記録の技法 

（１）記録の基本 
ここでは、記録は何をどのように書くべきかについて、基本的事項を指導する。 
まずは、記録で発生しがちな問題を具体的に紹介し、記録（書き方）の原則や保育における記録の心

得などを概説し、記録の修正・訂正の方法についても説明する。 
１）記録で発生しがちな問題 

① 他者が見て、事実や経過を理解できるように書かれていない。 
② 子どもに対する対応や処置が正確性を欠く。 
③ 内容に継続性がなく、断片的に記載されている。 
④ 記録ではなく、メモ書きになっている。 

 
２）記録（書き方）の原則 

① 「事実の記録」」と「解釈の記録」を分ける。 
（客観的視点に基づく記述と、主観的視点による記述の分離） 

② 「会話・行動」と「保育士の印象」を分ける。 
（・・からか、・・ようである。→ ・・である。・・ようである。） 

③ 計画における評価の観点と照らし合わせてみる 
（子ども評価、プログラム評価） 

④ 連続性・・・結果のみでなく、文脈を考える 
（意欲、プロセス、期待・見通し） 

⑤ 自分への宿題を課す・・・〈改善〉 
（振り返り（省察）と、学びの継続） 

 
３）保育における記録の心得 

① 記録は、誰が読んでもわかりやすいよう、具体的かつ簡潔にまとまりよく書くこと。 
② 子どもの様子の変化を記録したときは、その後の対応も忘れずに記録すること。 
③ 記録は、いつの出来事かはっきりとわかるように、その都度、日付と時刻を忘れずに書き、時
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間の経過がわかるようにすること。 
④ 記録は、関わりや対応などの根拠を明確にするため、誰が言ったのか明らかになる（情報の発

生源がわかる）ようになる書き方をすること。 
⑤ 自己流の言葉を作ったり、具体性を欠いた抽象的な言葉は使ったりしないこと。 
⑥ 難解な語句やわかりにくい専門用語は、なるべく用いないようにすること。 
⑦ 俗語や流行語、省略語等を使わない（但し逐語記録では発言者の言葉をそのまま使用する）。 
⑧ ひとくくりで形容する言葉を多用しないこと。 

◇いろいろ、多様、様々 
   例）今日は、様々な遊びが見られた。 
      ↓ 「様々」って何？ 具体的に書くこと 
     今日は、「Ａ」や「Ｂ」で遊ぶ姿や、「Ｃ」や「Ｄ」などの遊びが見られた。 

⑨ 誰が書いた記録なのかを明らかにするため、記録者は記録ごとに署名または押印すること。 
⑩ 記録が書き終わったら必ず読み返し、内容を再度確認（チェック）すること。 

 
４）記録の修正・訂正 

 ● 手書きの場合 
① 記録を書き換えるなどの行為は原則として禁止（記録の改ざんになる場合あり）。 

② 記録された内容を書き換える必要がある場合は、追記として別途記載する。 

③ 原則的には、ボールペンなどの消すことができない筆記用具で記載することが求められる。 

④ 記録の途中で修正が必要になった場合は訂正印を押し、どのように修正されたかが明確になる

ようにする（修正液・修正テープなどは使わない）。 

  訂正の例   夕食後 △年△月△日 

      18:35 夕食前に食堂で○○ちゃんから「お昼頃からなんかお腹が痛い」と訴えがあった。 

              二重線を引き、訂正印を押す。 

 ● PC 等による作成の場合 
① 手書きの場合同様、記録を書き換えるなどの行為は原則として禁止。 

② 手書きの場合同様、記録された内容を書き換える必要がある場合は、追記として別途記載する。 

③ 一度提出した記録を、手書きで修正する方法は手書きの場合④に準ずる。PC 等で修正する場合

は、修正箇所がわかるよう色や書体を変えて再印刷する。 

④ 再印刷した場合、基の記録はシュレッダー等で適正に破棄する。もしくは、再印刷した記録と

共に保管する。 

 

（２）記録の文体 
ここでは、実際に記録を書くにあたって、叙述体・逐語体・要約体・説明体などの文体について解説

する。 

１）叙述体 

① 叙述体とは、時間の経過に沿って、起こった出来事・事実だけを（記録者の説明や解釈を加え

ずに）記述する文体である。 

② 記述の詳細度の程度によって、保育士や子どもの相互作用を詳細に記述できる。 

   叙述体と、要点を絞って全体を短縮して記述する圧縮叙述体に分けられる。 

員 
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２）逐語体 

① 逐語体は、叙述体の最も原型的なスタイルである。 

② 保育士や子どもの発言をありのままに記述する文体である。 

③ 面接などでのワーカーとクライエントとのやりとりを、逐語体だけで記録したものを「逐語記

録」という。 

④ 通常、保育士と子どもの相互作用は言葉による会話だけでは把握しきれないことから、逐語体

だけが用いられることは多くはない。 

⑤ 逐語体は、専門職の教育訓練に用いられる場合を除き、叙述体のなかに、カギかっこ付きで組

み込まれて用いられることが多い。 

   

３）要約体 

① 要約体は、事実やその解釈・見解の要点を整理して記述する文体である。 

② 記録が冗長になるのを避けるために用いられる。 

③ 圧縮叙述体と要約体は同じようにみえるが、要約体は単に文章を短くしただけでなく、「間題の

ポイントが明記されたもの」でなければならない。 

 

４）説明体 

① 説明体とは、客観的事実や子どもの発言に対する保育士の解釈や見解を説明するための文体で

ある。 

② あらかじめ主観的情報と客観的情報が項目分けされていない場合、明確に区別して記述するこ

とが重要である。 

③ なぜそのような解釈をしたのか、その根拠を示して書くことによって、書き手の独断やうがっ

た解釈になっていないか、読み手によるチェックが可能になる。 

 

（３）記録における《事実》の書き方について 
保育における記録では、保育士の主観を織りまぜながら記録をする方法もあるが、ここでは、客観的

事実に基づく記録が求められる状況（観察記録、事故の場面、病変時の場面、医療的対応など）に焦点

を当てて、記録における《事実》の書き方について詳細な具体例をまじえながら指導を行う。 
保育では、色々な場面や子どもの状態の変化など、実際の諸事象について冷静かつ客観的な視点で《事

実》を正確に書く記録を求められる。 

１）《事実》の記録の基本的な手順 

① だれが・・・・・・子ども、保育士など 

② いつ・・・・・・・時刻 

③ どこで・・・・・・場所 

④ どうしたか・・・・「子どもと環境とのかかわりの中での変化の過程」 

             「子どもの言葉、保育士の言葉、そのやりとり」 

             「保育士が子どもの観察を行った結果」 など 

  ※書き方によっては、単なる「決めつけ」や「推測」「主観」と受け取られてしまうことがある。 

  ※〈事実〉のみを正確かつ客観的に記録することが大切（理由の考察、解釈は不要）。 
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２）推測や主観を併せて記録できる場合 

① 《事実》の記録は、状況などを客観的に記録することが原則である。 

② ただし、客観的な記録をもとに保育士が推察を加えることで、より状況がわかりやすくなる   

場合などは、推測や主観的な表現についても併せて用いたほうがよい場合がある。 

  ※「本人は」や、「本人が」、「本人から」といういわゆる主語は、特定できる場合（たとえば子 

   どもの氏名が記載されている個人記録など）は、省略することができる。 

  ※事故やトラブル、急変時の対応・処置の記録は、推測や主観的な表現は用いない。 

 

３）結果から原因を推察する場合 

  以下の例は、結果を見て原因を推察するものである。 

   「午睡後にA児が『右の足が痛い』と訴えた。見てみると、爪が割れていたが、それが原因で痛みがある

と思われる。」・・・客観的事実と主観（推察）を一文中で続けて記載している。 

 

４）結果から状態を推察する場合 

  以下の例は、結果を見て打撲の程度を推察するものである。 

   「園庭で『アーッ』と大声が聞こえた。見ると、Ｂ児が、右手は鉄棒を握った状態で、地面に膝から崩れる

ような格好になっていた。」・・・客観的事実 

  「鉄棒から滑り落ちたようだが、右手は鉄棒を握っていたため、それほど打撲はしていないと思われ

る。」・・・主観（推察） 

 

５）実習先施設で用いられる用語・略語 

①保育所実習 

用 語 意 味 
未満児 3 歳未満児を指して用いられる。 

乳児 3 歳未満児を指すことや 0 歳児クラスの子どもを指す場合が

ある。 

子どもの姿 子どもの表面上の言動だけでなく、子どもの内面もとらえる

必要がある。 

子どもの活動 ねらいや内容と関連し、子どもが自ら活動に参加し、展開し

ていく様子を指す。 

環境の構成 保育室や外遊び、遊戯室などでの子どもの遊びが行われる

場を、具体的なねらいや経験する内容を含ませ、子ども達の

自主的にかかわり成長に必要な体験をしていけることを考え

ながら物理的・心理的な状況をつくり出すこと。1） 

環境整備 子ども達が主体的に環境にかかわって、成長や発達に必要

な生活経験を行えるように環境を整えること。2) 

特別な支援を必要とする子ども 軽度発達障害、広汎性発達障害、外国語を母国語とする外

国人の子どもなどを指す場合が多い。 

1)後藤節美「環境の構成」森上史郎・柏女霊峰・編著『保育用語辞典〔第 8 版〕』, p. 104, （株）ミネルヴァ書房, 2015 
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2)赤坂榮「環境整備」森上史郎・柏女霊峰・編著『保育用語辞典〔第 8 版〕』, p.150, （株）ミネルヴァ書房, p. 104, 2015 

②施設実習 

用 語 略 語  
血圧（blood pressure） BP 

脈拍数（pulse rate） PR 

体温（body temperature） BT 

職員が子どもの居室へ行くこと 訪室 

（例）ナースコールがあり訪室すると、 

車椅子に乗り自力で操作し移動していること 車いすで自操中 

（例）夕食後、食堂内を車椅子で自操中に、 

トイレでの排泄介助 トイレ介助 

（例）トイレ介助をするために居室へ行くと、 

ポータブルトイレでの排泄 ポータブル 

着衣を脱がせる解除 着衣介助 

 
６）時刻の表記法 

  ① 24 時間表記 

   ・時刻の表記は、原則として 24 時間表記である。 

   ・時と分は「：(コロン)」で分けて表する。 

     「0：00～23：59」 

  ② 記録時は時刻を明示する。 

   ・状態の変化や子どもからの訴え、処置や対応をしたとき、血圧・体温等を記録する場合は、 

    そのつど時刻を明示する。 

    （例） 7:00 BP 129／69、PR 70、BT 35.6 

 

 

４．実習日誌について 

実習日誌の書き方に関しては、各養成校あるいは県内共通の手引き等をふまえて指導されるものであ

る。本ガイドラインにおいては、様式や書き方などを具体的に示すにあたり、【宮城県保育士養成校連

絡協議会】で使用している実習日誌の書式を基にしている。書き方に関しても【宮城県保育士養成校連

絡協議会】発行の「保育実習の手引き」において示されているが、本ガイドラインではその手引きを踏

まえながら、実習日誌の書き方について、さらに必要と思われる事項を加えて示すこととする。 

 

（１）実習日誌の目的 
ここでは、保育実習における日誌とは何か、また実習日誌はなぜ書くのか、実習日誌はいつどこで書

くのか、実習日誌には何を書くのかなど、実習日誌の目的について解説的に指導を行う。 

実習日誌は、実習において体験、実践した自身の学びの記録であり、日々の実習活動を記録すること

（すなわち言語化すること）で確認し、学びを効果的に発展・深化させるためのものである。 
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実習では、自ら保育を言語化する過程で振り返り、点検・評価しながら次の課題や計画を明確にして

いくが、実習日誌への記録を通してこれらの過程を体得し、保育士の専門性の素地が培われていく。 

 

 ◇記述の原則 − 客観と主観の分離 

実習日誌などでは、＜あるがままの姿＞（客観的な事実）が不明瞭で、記録者の単なる「決めつけ」

や、「推測」、「主観」にすぎない場合がある。 

特に、事故やトラブルまたは急変時の対応・処理等の場面では、＜あるがままの姿＞（客観的な事

実）がしっかりと記録されていれば、事後に検討する際にも有用な資料になる。 

これにより、他者（主に指導者）が見て事実や経過が明瞭にわかるようになり、記録（実習日誌）

を通しての検証やスーパーバイズがしやすくなる。 

また、こうした記述を繰り返すことによって、事象を捉える視点や洞察力が培われるようになり、

あわせて省察を深めていけるようになるため、保育の実践家として必要な力量が形成されていく。 

したがって、保育実習における記録（実習日誌の《主な活動の記録》など）においては、原則的に、

客観的視点に基づく記述と主観的視点による記述を分離して書くことを求めることとする。 

 

（２）実習日誌の書き方 
ここでは、実際の実習日誌の書き方について、具体的な例示などにより、詳細な指導を行う。 
まずは、記述の原則や主な留意点を解説し、実習日誌の実際について項目別に書き方を例示しながら、

逐一的に指導する。 
また、各実習段階での書き方を例示するとともに、実習日誌への指導事項（指導者からの指摘・助言

等）に関すること、実習日誌の管理・提出方法などについても細かく指導を行う。 
 

以下、実習日誌の書き方について説明するが、これらはあくまで一般的な指標であり、実習日誌の具

体的な記載の方法は、実習施設の指導方針によって多様である。学生に対しては、実習においては各施

設の指導に従うという基本を、確認しておくことが必要である。 

１）主な留意点 

① インクまたはボールペンを用いて、楷書体で書く。 

② それぞれの決められた欄に収まるように、要点をとらえて書く。 

③ 決められた時間内に書き終えるよう努め、必ず定められた時刻に提出する。 

④ 個人的主観的決めつけとならないよう、客観的、具体的、数量的に記録するよう努める。 

⑤ 対象児等の固有名詞（名前）の記載の仕方は、実習施設の指導者に従う（イニシャルを使用す

る、ファーストネームのみを使用する、愛称を使用する など）。 

⑥ 疑問点を書く際は、まず自分で考え、その上で不明な点について指導や助言を求める。 

 

２）実習日誌の項目別書き方 

ⅰ.実習施設（園）および実習の概略 

① 実習施設（園）の概要 

オリエンテーション等で確認し、実習初日または実習開始後の早い時期までに記入する。 

② 実習の経過、実習期間中の行事予定 

あらかじめスケジュールが確定している場合には、初めに全日程を記入しておいてもよいが、
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未確定の場合や実習開始後に変更になる場合もあるので、実際の実習時刻や実習内容を記入する

ために、毎日の実習終了後に記載する。 

③ 実習施設（園）のオリエンテーション（諸注意・心構えなど） 

打ち合わせ時などに説明を受けた内容について、要領よくまとめて記入する。 

④ 実習にあたっての目標と抱負 

必ず、実習開始前までに記入しておく。 

⑤ 日課、デイリープログラム、一日の保育の流れ（毎日決まっている活動） 

保育所・施設で決まっている毎日のおおよその活動スケジュールを記入する。 

保育所実習については、３歳未満児と３歳以上児の日課をそれぞれ記入する。 

施設実習については、棟によって日課が異なる場合には、欄を区切って別々に記入する。 

何通りかある場合は、それらをすべて記入する（用紙を適宜付け足して貼る）。 

  ※留意事項 

 ・ここまでの欄は、事前の訪問時に受けたオリエンテーションの内容をもとに記載すること。 

   ・必要事項については、オリエンテーション等で各自から質問すること。 

  ・「沿革」の覧には、実習施設からいただいた情報を基に記載すること（パンフレットや要覧等 

    に、設立から現在までの移り変わりなどが系列的に示されている場合がある）。 

 

ⅱ.日々の記録 

   実習内容を一日毎に詳細に記録する欄で、実習日誌の中心となる部分である。記載する主な内容

を次に挙げ、項目ごとの具体的内容について、以下に続ける。 

・一日の保育の流れの中からの印象に残った場面の記録 

・その日の中心となる活動場面の記録 

・実習生が参加、あるいは担当した保育の記録 

・担当の保育士等からの講義やアドバイス 

・実習中に参加した行事や会議等の記録 

・子どもについて気づいたこと（心身の発達、対人関係、気質や興味関心の個人差など） 

・保育士の役割や専門的技術について気づいたこと（環境構成や援助のあり方など） 

・自らの実習課題についての反省 

・実習活動を通して気づいた（当初は予期していなかった）自らの課題 

①本日の実習目標 

実習目標は、その日に焦点化する自らの課題や具体的な目標を決めて、その日の活動が始まる

前に設定して書く。 

・焦点を絞り、一日で達成可能なものを設定する。 

・実習全体の目標や、それまでの振り返りからの展望、前日の反省、その後の実習活動計画など

との関連性や系統性を意識して設定する。 

②一日の展開についての記録 

一日の保育及び実習の内容を記録することが目的である。欄内に収まるように簡潔に記入する。 

  「子どもの活動」 

・実習開始時刻から終了時刻まで、配属されたクラスの子どもの活動を時間経過に沿って記載す

る。 
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・この欄は、子どもを主語として書くべきところである。 

  「保育士の援助・配慮」 

   ・保育士の関わりや言葉がけ、環境構成等を具体的に記載する。 

・この欄は、保育士を主語として書くべきところである。 

「実習生の動き」 

   ・一日の時間経過に沿って、各自の実習内容・活動等を記載する。 

   ・「子どもの活動」と時間を一致させ、対応がとれるようにする。 

・この欄は、実習生自身を主語として書くべきところである。 

③感想・反省・考察 

・一日の実習を省察するにあたっては、まず、その日に設定した目標から振り返る必要がある。

また、目標達成の程度や状況について自己点検・評価をすることも欠かせない。 

そこで、本日の実習目標の達成状況、一日全体の振り返りと明日への展望等について、整理し

て一日の実習のまとめをしっかり行う。 

   ・そのうえで、明日以降の実習を見通し、次の日の実習目標を設定する。 

   ・一見すると、日々同じことの繰りかえしのようでも、生活の中で、その時の支援の背景や意味

をくみ取って記録する。 

④印象に残った出来事・その他 

   ・上記の「感想・反省」に、印象に残った出来事のエピソードを含めて記述する方法もある。ま

ず、子どもの行動や言葉、保育士の関わり、子どもと保育士のやりとり、実習生の動きや子ど

もとのやりとりなどの場面を、詳細にかつ客観的に記録する。そのうえで、それに対する自身

の思いや考えなどを記載する。 

・その他に、一日の実習で気づいた点、印象に残った点、学んだこと、疑問点、担当保育士等か

らの助言・指導などについて、小見出しをつけて記録する。 

・特に実習活動の中で、反省会などを通じて担当の保育士等から受けた指導の言葉や助言はとて

も貴重な宝物（保育士を志す者としての財産）であるので、丁寧にまとめておく。 

・さらに、実習中に参加した行事や様々な会議は、貴重な機会で得るものが大きいため、確実に

記録する。 

・施設長や主任保育士等から講義を受けた場合は、その内容の概要を記入する。 

  ⑤施設実習（保育実習Ⅰ・Ⅲ）の記録上の傾向と留意点 

 ・施設の種別によって、活動の相違が実習記録の粗密に反映される傾向が生じる。具体的には、

乳児院は、時系列に沿って、活動―環境構成―保育士（職員）の動きが細やかに記載されるこ

とが期待されるため、密度の濃い記載となる。 

 ・他方、成人障がい者入所施設は、一日の活動の変化が比較的少なくなり、多様な活動の展開が

緩やかであるため、記録自体が素朴な記載となる。 

 ・こうした、施設種別の多様性があるため、日々の課題・目標に対する実践-考察-反省-疑問に

関して、従来の自由記載方法が一般的であるが、エピソード記述を用いる保育士養成校もある。 

  グッドプラクティスで例示していたので、参考にしてもらいたい。 

 

ⅲ.実習全期間を通しての感想と反省、保育実習を終えて（反省・感想） 

・実習全期間を通して、「自分は何に気付き、どう考えたのか」（自己覚知）などを記入し、「今後、
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保育士としてどのように子どもと関わっていけばよいか」(今後の課題と将来の展望)などを明確

にしておく。 

・最初に書いた目標・抱負と対応づけながら、実習全体の振り返りを書く。 

・最後に、指導して下さった保育士の方々への感謝の言葉を添える。 

 

３）実習日誌の提出について 

  ①実習日誌は、前日の分を翌朝に担当者または所定のところに提出する。ただし、実習施設から別

の提出方法を指示された場合にはそれに従う。提出のタイミングなどについては、あらかじめ指

導者に確認する。 

②平日に実習が終了する場合は、実習終了後に記入し、できるだけ間を置かずに提出する。 

  ③全実習期間を通しての反省等について、土曜日で実習が終了する場合は、最終日の前日までにお

よその下書きをまとめて用意し、できれば実習最終日に記入して提出してくるようにする。 

  ④実習終了後には、実習施設の担当者（主任等）または施設長の認印を受け、速やかに所定の提出

先に提出する。 
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○実習日誌のひな形（案） 

                    （保育所用ひな形１） 

      月    日   曜日 天候 指導者印  

歳児       組 
出 席   名 （男   名／女  名） 

欠 席   名 （男   名／女  名） 

保 育 の ね ら い 
 

本日の実習目標   

時刻 子どもの活動 保育士の援助・環境構成 実習生の動き 
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一 日 の 考 察 ・ 反 省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 者 の 所 見 

 

 

 

 

 

 

 

指導者氏名                  印 
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（保育所用ひな形２） 

実 習     日 目 月    日   曜日 天気 

歳児      組 出 席    名 ／  欠 席    名  

保 育 の ね ら い 
 

実習生のねらい  

時間 環境構成 子どもの姿 保育士の援助 
実習生の動き 

・気づき 
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印象に残った出来事の記録と感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日の考察・反省・疑問等 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 者 の 助 言 

 

 

 

 

 

指導者氏名             印  
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エピソード記録を段階的に記入するための施設実習日誌の工夫【書式】（四年制大学） 
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エピソード記録を段階的に記入するための施設実習日誌の工夫【記入例】（四年制大学） 
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